
（別紙） 

ＳＤＧｓ未来都市東広島推進パートナー宣言書 

企業・団体名 有限会社ジーシー  

代 表 者 名 山 本  潤  

 

 東広島市における活動等を通じて、次のとおりＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に

貢献することを宣言します。 

１ 関係するＳＤＧｓ目標（ゴール）（番号に○を付けてください。複数選択可） 

1 
 
貧困をなくそう 2 

 
飢餓をゼロに 

3 
 
すべての人に健康と福祉を 4 

 
質の高い教育をみんなに 

○5  
 
ジェンダー平等を実現しよう ○6  

 
安全な水とトイレを世界中に 

○7  
 

エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに ○8  
 
働きがいも経済成長も 

9 
 

産業と技術革新の基盤を 

つくろう 
10 

 
人や国の不平等をなくそう 

○11  
 
住み続けられるまちづくりを ○12  

 
つくる責任 つかう責任 

13 
 
気候変動に具体的な対策を 14 

 
海の豊かさを守ろう 

15 
 
陸の豊かさも守ろう 16 

 
平和と公正をすべての人に 

17 
 

パートナーシップで目標を 

達成しよう 
  

２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に貢献する内容 

SDGs はすべての人にとってより良い、持続可能な未来を築くための世界共

通目標です。私たち「有限会社ジーシー」も、サステナブルな店・企業を目指

し、地域や地球環境に貢献できるような取組みを進めています。脱炭素社会に

向けた CO2 排出量の削減、資源循環社会を目指すプラスチック対策や食品ロ

ス・食品リサイクル対策を重要な軸に位置づけています。CO2 排出量削減につ

いては、2030 年の目標を 50%削減（2016 年度比）、2050 年の目指す姿に排出

量実質ゼロを掲げています。また、プラスチック対策に関しては、2030 年の

目標をプラスチック製レジ袋使用量 80%削減（2019 年度比）、2050 年の目指

す姿をプラスチック製レジ袋使用量ゼロに、食品ロス・食品リサイクルに対策

については、2030 年の目標を食品ロス 50%削減（2019 年度比）・食品廃棄物

のリサイクル率 70%に、2050 年には食品ロス 80%削減（2019 年度比）・食品廃

棄物リサイクル率 100％を目指しています。企業として持続的に成長していく

ためには、非財務面の取組みにも力を入れることが必要です。飲食業としてふ



さわしい社会的責任を果たし、持続可能な社会を構築するためのアクション

を、今後さらに加速させていきたいと考えています。 

※ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けて、どのような活動を実施するか、また、その活動

が１で選択したゴールの達成にどう貢献するかなどについて記載してください。 


